
祝
成
人

22
F
ebruary　

平
成
25
年

月
号



2

松野町議会定例会

平
成
24
年
第
４
回

松
野
町
議
会

定
　

例
　

会

　平成24年第４回松野町議会定例会が、12月17日に召集され、12月17日と27日に提
出議案などが審議されました。主な内容は次のとおりです。

報告　　松野中学校改築特別委員会経過報告について
承認　　専決処分の承認について（平成24年度松野町一般会計補正予算（第４号））
　　　　▼原案どおり承認されました。
議案　　松野町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
　　　　平成24年度松野町一般会計補正予算（第５号）
　　　　平成24年度松野町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
　　　　平成24年度松野町介護保険特別会計補正予算（第２号）
　　　　動産の買入れについて
　　　　▼原案どおり可決されました。
同意　　松野町監査委員の選任につき同意を求めることについて
　　　　▼堀口計敬氏を任命することに同意されました。

補正予算の概要

平成₂₄年度松野町一般会計補正予算（第５号）

【主な補正理由】
総務費 ▼企画費 ▼宇和島地区広域事務組合負担金７千55万２千円を減額。
民生費 ▼老人福祉費 ▼介護基盤緊急整備等事業費補助金374万４千円を減額。
民生費 ▼老人福祉費 ▼障害者自立支援給付費１千333万５千円を追加。
衛生費 ▼塵芥処理費 ▼自動車購入費147万１千円を計上。
農林水産費 ▼農業振興費 ▼有害獣防護施設設置費補助金152万４千円を計上。
教育費 ▼学校建設費 ▼工事請負費５千595万４千円を減額。
災害復旧費 ▼道路橋梁災害復旧費 ▼台風1₆号による２件の復旧費4₈2万６千円を計上。

平成₂₄年度松野町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

【主な補正理由】
保険給付費 ▼療養諸費737万４千円を追加。高額療養費971万２千円を追加。
諸支出金 ▼療養給付費等負担金返還金₆74万１千円を計上。

平成₂₄年度松野町介護保険特別会計補正予算（第２号）

【主な補正理由】
保険給付費 ▼介護サービス等諸費 ▼居宅介護サービス費500万円を減額。施設介護サービス費１千300万円を追
加。
保険給付費 ▼介護予防サービス等諸費 ▼介護予防サービス費240万円を追加。
基金積立金 ▼介護保険介護給付費準備基金への積立金227万５千円を計上。

補正額：△１億545万円
補正後の予算額：39億５千74₆万円

補正額：２千399万円
補正後の予算額：６億３千₈₆5万円

補正額：１千247万５千円
補正後の予算額：６億４千5₆3万７千円
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12
月
23
日
㈰
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
門
松
づ
く
り
教
室
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
主
に
西
小
学
校
の
児
童
を
対
象
に
、
松
丸

地
区
公
民
館
が
主
催
し
て
い
る
も
の
で
、
当
日
は
児
童
と
保

護
者
約
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
持
参
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
竹
を
並
べ
、
松

や
梅
の
枝
な
ど
を
思
い
思
い
の
レ
イ
ア
ウ
ト
で
装
飾
し
、
世

界
に
ひ
と
つ
し
か
な
い
門
松
を
作
り
ま
し
た
。

　

作
業
終
了
後
は
、
参
加
者
全
員
で
後
片
付
け
を
し
、
自
作

の
門
松
を
両
手
に
記
念
写
真
を
撮
影
、
み
ん
な
満
足
し
た
表

情
で
門
松
を
提
げ
、
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

12
月
25
日
㈫
、
松
野
中
学
校
敷
地
内
に
お
い
て
松
野
中
学

校
改
築
工
事
起
工
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　

　

当
日
は
、
工
事
関
係
者
等
約
40
名
が
出
席
し
、
こ
れ
か
ら

始
ま
る
改
築
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。
式
典
に
は
、

生
徒
会
か
ら
も
代
表
者
が
出
席
し
、
新
校
舎
へ
の
期
待
を
胸

に
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　

改
築
工
事
は
、
特
別
教
室
棟
の
解
体
が
昨
年
中
に
完

了
し
、
本
年
か
ら
は
い
よ
い
よ
木
造
校
舎
の
建
設
が
始

ま
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
中
学
校
舎
が
町
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
っ
た
よ
う
に
、
新
校
舎
も
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

と
と
も
に
、
生
徒
が
よ
り
良
い
教
育
環
境
で
学
校
生
活

が
送
れ
る
よ
う
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
校
舎
改
築
の
様
子
及
び
こ
れ
か
ら
の

建
築
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
松
野
中
学
校
の
Ｈ
Ｐ

（http://m
atsuno-j.esnet.ed.jp/

）
か
ら
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

　

改
築
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
地
元
を
は
じ
め
町
民
の

方
々
に
も
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
致
し
ま
す
が
、
ご
了

承
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

松
野
町
教
育
委
員
会

　

12
月
27
日
㈭
に
は
、
吉
野
生
公
民
館
で
し
め
縄
づ
く
り
教

室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
東
小
学
校
の
児
童
を
対
象
に
、
地
元
老
人

ク
ラ
ブ
協
力
の
も
と
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回

は
、
19
人
の
小
学
生
と
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
８
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
宇
治
惣
市
さ
ん
か
ら
正
月
飾
り
の
由

来
や
使
用
す
る
材
料
、
作
業
の
手
順
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
た
子
ど
も
た
ち
は
、
早
速
作
業
を
開
始
。
毎
年
参
加
し
て

い
る
子
ど
も
た
ち
は
手
慣
れ
た
様
子
で
作
業
を
進
め
ま
す
。

低
学
年
の
子
ど
も
た
ち
も
、
大
人
の
手
を
借
り
な
が
ら
一
生

懸
命
し
め
飾
り
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

作
業
終
了
後
は
、
み
ん
な
で
お
い
し
い
カ
レ
ー
を
い
た
だ

き
お
腹
も
満
腹
に
な
り
ま
し
た
。

　

自
作
の
門
締
め
で
素
敵
な
新
年
を
迎
え
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

森の国だより

12月
2₃日

松
丸
地
区
公
民
館
で
門
松
づ
く
り
教
室

松
野
中
学
校
で
校
舎
改
築
工
事
起
工
式

吉
野
生
地
区
公
民
館
で
し
め
縄
づ
く
り
教
室

12月
2₇日

12月
2₅日
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教
育
委
員
会
で
は
、
地
域
で
自
主
的
に
活
動
す
る
女

性
団
体
を
応
援
す
る
「
女
性
活
動
事
業
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
当
面
は
、
生
活
に
役
立
ち
、
誰
も
が
参
加
し
や

す
い
内
容
の
教
室
を
開
催
し
、町
内
女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
地
域
の
婦
人
部
等
で
取

り
組
み
た
い
事
業
が
あ
り
ま
し
た
ら
教
育
委
員
会
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

森の国だより
　

１
月
３
日
㈭
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
平
成
25
年
成
人
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
成
人
者
は
、
松
野
中
学
校
第
40
期
（
平
成
４
年
４

月
２
日
〜
平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
の
卒
業
生
に
あ
た

り
、
対
象
者
は
57
名
、
そ
の
う
ち
42
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

成
人
者
た
ち
は
、
皆
、
初
々
し
い
ス
ー
ツ
や
、
艶
や
か
な

振
袖
に
身
を
包
み
、
会
場
を
華
や
か
に
彩
っ
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
阪
本
町
長
、
関
本
議
長
か
ら
激
励
と
お
祝
い

の
言
葉
が
お
く
ら
れ
、
愛
媛
県
知
事
か
ら
の
祝
辞
を
谷
教
育

委
員
長
が
代
読
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、
森
口
こ
の
み
さ
ん
が
記

念
品
を
受
け
取
り
、
宇
治
佑
一
郞
さ
ん
が
お
礼
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
恒
例
の
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
、
会
場
を
虹
の
森
公
園
レ
ス
ト
ラ
ン
遊
鶴
羽
に
移
し
、
懇

親
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
久
し
ぶ

り
に
会
う
級
友
や
恩
師
と
の
会
話
も
弾
み
、
ふ
る
さ
と
で
の

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
大
人
の
自
覚
と
責
任
を
持
っ
て
大
い

に
飛
躍
し
て
く
だ
さ
い
。

　

１
月
11
日
㈮
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
松
野
町
体
育
指
導
委
員
会
が
毎
年
、

企
画
・
主
催
し
て
い
る
も
の
で
、
四
万
十
市
西
土
佐
か
ら
中

村
ま
で
の
約
45
㎞
を
歩
き
、
朝
日
を
見
に
行
く
と
い
う
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

　

第
20
回
目
と
な
る
今
回
は
、町
内
外
か
ら
35
名
が
参
加
し
、

四
万
十
市
下
田
に
あ
る
「
と
ま
ろ
っ
と
」
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

一
行
は
夜
８
時
に
四
万
十
市
の
網
代
休
憩
所
を
出
発
し
、

５
か
所
で
休
憩
を
と
り
な
が
ら
約
10
時
間
の
道
程
を
歩
き
ま

す
。
四
万
十
川
沿
い
の
峠
道
を
、
自
前
の
懐
中
電
灯
で
照
ら

し
な
が
ら
一
歩
一
歩
進
み
、
旧
中
村
市
に
入
り
、
視
界
に
太

平
洋
が
飛
び
込
む
と
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
。
参
加
者
は
か
じ
か

ん
だ
両
足
に
鞭
打
っ
て
、ピ
ッ
チ
を
上
げ
、歩
き
出
し
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
の
「
と
ま
ろ
っ
と
」
に
到
着
し
た
一
行
に
は
、
ス

タ
ッ
フ
か
ら
温
か
い
う
ど
ん
が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者
か
ら

は
達
成
感
と
安
堵
感
か
ら
か
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

太
平
洋
か
ら
朝
日
が
昇
る
と
、
参
加
者
か
ら
は
歓
声
が
あ

が
り
、
最
後
に
記
念
撮
影
を
行
い
、
イ
ベ
ン
ト
は
無
事
終
了

し
ま
し
た
。

　

12
月
７
日
・
29
日
に
女
性
活
動
事
業
の
一
環
と
し
て
「
ふ

ろ
し
き
エ
コ
教
室
」
と
「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
７
日
に
行
わ
れ
た
「
ふ
ろ
し
き
エ
コ
教
室
」
で
は
、

ふ
ろ
し
き
研
究
会
の
小
椋
多
代
氏
の
指
導
の
も
と
、
ふ
ろ
し

き
の
歴
史
や
避
難
所
で
の
活
用
実
話
、
様
々
な
結
び
方
包
み

方
が
紹
介
さ
れ
、
参
加
者
は
ふ
ろ
し
き
の
多
目
的
な
実
用
性

に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

　

ふ
ろ
し
き
は
日
本
が
誇
る
エ
コ
ア
イ
テ
ム
で
す
。
生
活
の

中
で
気
軽
に
使
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
12
月
29
日
に
は
吉
野
生
公
民
館
、
蕨
生
分
館
と
の

共
催
に
よ
り
、「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室
」
が
開
催
さ
れ
、

参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感
性
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
お
正
月
用

の
花
を
活
け
な
が
ら
、
会
話
を
弾
ま
せ
ま
し
た
。

1月
3日

平
成
25
年
松
野
町
成
人
式
開
催

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

地
域
の
女
性
た
ち
に
よ
る
活
動
事
業

12月
7日

1月
11日

12月
29日

恩
師
と
記
念
写
真
！
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葛
句
会
十
二
月
例
会
句
会�

於　

町
民
セ
ン
タ
ー

　

軒
先
に
初
め
て
吊
る
す
柿
す
だ
れ 

市　

毛　

友
一
郎

　

一
軒
の
鍛
冶
屋
が
村
に
実
む
ら
さ
き 

伊　

藤　

富　

子

　

朝
寒
や
辻遯
に
友
待
つ
ラ
ン
ド
セ
ル 

岡　

本　

京　

子

　

二
十
四
の
瞳
像
や
開
戦
日 

金　

谷　

恵　

子

　

今
日
の
日
を
終
え
て
至
福
の
柚
子
湯
か
な 

金　

谷　

重　

子

　

雲
井
も
る
日
矢
一
線
や
冬
の
海 

金　

谷　

文　

恵

　

肱
川
の
あ
ら
し
渦
巻
く
橋
の
上 

木　

下　

三
千
恵

　

廃
船
の
骨
や
砂
噛
む
冬
怒
濤 

駒　

山　

忠　

夫

　

切
り
傷
の
多
し
妻
の
手
柚
子
は
黄
に 

谷　
　
　

き
よ
し

　

あ
ば
れ
獅
子
笛
の
調
べ
に
鎮
ま
れ
り 

布　
　
　

久　

光

　

白
菜
や
樽
の
重
石
の
味
加
減 

布　
　
　

康　

江

　

四
方
の
山
冠
雪
あ
り
て
峡
し
づ
か 

ひ　

の　

た
い
ら

　

雨
多
し
句
会
に
急
ぐ
師
走
か
な 

古　

谷　
　
　

香

　

狛
犬
の
に
ら
み
利
か
せ
て
神
の
留
守 

正　

木　

玲　

子

　

霜
柱
踏
む
音
楽
し
ラ
ン
ド
セ
ル 

宮　

地　

佐
知
子

　

何
事
も
見
守
る
ば
か
り
年
の
暮 

森　

田　

す　

み

　

ひ
と
つ
事
思
う
愚
か
さ
毛
糸
編
む 

山　

下　

ス
ミ
子

吉
野
句
会
十
二
月
例
会�

於　

吉
野
生
公
民
館

　

年
暮
る
る
命
の
残
り
ふ
と
思
ふ 

赤　

松　

午　

子

　

高
々
と
昼
月
丸
き
師
走
か
な 

稲　

谷　

キ
ミ
子

　

柚
子
三
つ
そ
っ
と
浮
か
べ
し
風
呂
用
意 

上　

田　

み
ち
子

　

風
に
乗
り
し
栗
の
枯
葉
が
塀
越
え
て 

岡　

本　

三　

葉

　

教
会
の
屋
根
の
ク
ル
ス
に
小
雪
舞
ふ 

菊　

澤　

大　

和

　

ま
だ
生
き
る
つ
も
り
冬
至
の
南
瓜
煮
る 

竹　

内　

サ
ダ
子

俳
句
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句
一
覧

（
平
成
二
十
四
年　

十
二
月
投
句
分
）

佳
作

《
虹
の
森
公
園
》

　

冬
山
の
影
さ
し
て
来
し
庵
か
な 

鬼
北
町　

中　

尾　
　
　

正

　

膝
に
あ
る
嬰
の
重
み
や
日
向
ぼ
こ 

松
野
町　

駒　

山　

忠　

夫

　

降
り
そ
そ
ぐ
銀
杏
落
葉
の
古
刹
か
な 

松
野
町　

駒　

山　

忠　

夫

《
不
器
男
記
念
館
》

　

芋
掘
る
や
鬼
ヶ
城
山
遠
く
見
て 

鬼
北
町　

中　

尾　
　
　

正

《
目
黒
ふ
る
さ
と
館
》

　

雲
間
よ
り
射
す
陽
に
映
ゆ
る
渓
谷
の
雪 

松
野
町　

田　

中　

志
津
代

まちの掲示板

人
権
教
育
協
議
会
松
野
支
部
活
動
報
告

10
月
23
日　

南
予
地
区
人
権
・
同
和
教
育
研
究
協
議
会

　

西
予
市
内
の
７
会
場
に
お
い
て
開
催
。「
す
べ
て
の
住
民

が
差
別
の
現
実
に
深
く
学
び
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る

様
々
な
人
権
問
題
の
解
消
へ
の
明
る
い
展
望
を
持
ち
、
地
域

課
題
と
し
て
主
体
的
に
取
り
組
む
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
。」
を
主
題
と
し
、
参
加
者
28
名
は
、
学
校
教
育
、
社
会

教
育
の
各
分
科
会
に
わ
か
れ
、
公
開
保
育
・
授
業
、
実
践
報

告
、
研
究
協
議
に
参
加
し
ま
し
た
。

11
月
14
日　

愛
媛
県
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会

（
水
平
社
創
立
90
周
年
記
念
大
会
）

　

ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル
で
の
全
体
会
と
松
山
市
内
６
会
場
に
お

い
て
「
差
別
の
現
実
か
ら
深
く
学
ぶ
、
人
権
文
化
の
創
造
を

め
ざ
し
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
、
人
権
・
同
和
教
育
を
推
進
し

よ
う
。」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
25
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を
解

消
す
る
た
め
に
献
身
的
に
尽
力
さ
れ
た
と
し
て
、
大
島
青
松

園
入
所
者
の
本
田
久
夫
さ
ん
と
松
本
常
二
さ
ん
が
、
人
権
・

同
和
教
育
推
進
功
労
者
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
１
日
～
２
日　

第
64
回
全
国
人
権
教
育
研
究
大
会

　

岡
山
県
倉
敷
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
64
回
全
国
人
権
教
育

研
究
大
会
」
に
15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。「
差
別
の
現
実
か

ら
深
く
学
び
、
生
活
を
高
め
、
未
来
を
保
障
す
る
教
育
を
確

立
し
よ
う
～
熱
と
光
を
求
め
て　

人
権
の
学
び
を
す
べ
て
の

人
に
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
各
分
科
会
、
特
別
部
会
で
の
全
国

各
地
か
ら
の
実
践
報
告
や
講
演
会
に
よ
り
、
人
権
教
育
の
成

果
と
課
題
、
こ
れ
か
ら
の
必
要
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
９
日
あ
お
ぞ
ら
子
ど
も
会
ク
リ
ス
マ
ス
会

　

あ
お
ぞ
ら
子
ど
も
会
が
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
関
係

者
を
招
い
て
、
森
の
国
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
ク
リ
ス
マ
ス

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
宇
和
島
市
吉
田
町
の
遠
見
子
ど
も
会

か
ら
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
65
名
が
食
事
会
や
ゲ
ー
ム
で
楽

し
い
交
流
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

【
こ
れ
か
ら
の
予
定
】

２
月
２
日
㈯
松
野
町
人
権
・
同
和
教
育
研
究
集
会

「
森
の
国
人
権
の
集
い
」

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

13
：
00
～
15
：
00

人
権の広場
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まちの掲示板

古
ふ る

谷
や

　夏
な つ

希
き

 ちゃん

2012年２月13日生まれ　（１歳）

　古谷家のお姫様である夏希ちゃんは、ベビー
ウォーカーで部屋中を歩き回るのがマイブー
ム。最近は少しずつ「パパ♪、ママ♪」と話す
ようになりました。自己主張も始まり、おてん
ばの面が見えてきた夏希ちゃん、元気ですくす
くと育ってね！

集まれ！２月生まれ！

お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　
　（
享
年
）

奥
野
川
　
西
村
ス
ガ
ヲ
　
　
90
歳

松
　
丸
　
山
﨑
　
京
子
　
　
57
歳

吉
　
野
　
曽
我
　
幾
子
　
　
85
歳

目
　
黒
　
井
上
　
　
修
　
　
71
歳

延
野
々
　
居
村
　
常
雄
　
　
87
歳

富
　
岡
　
田
中
キ
ヨ
子
　
　
92
歳

豊
　
岡
　
秋
元
ス
ミ
ヱ
　
　
96
歳

豊
　
岡
　
関
本
ヒ
デ
コ
　
　
83
歳

松
　
丸
　
山
口
　
　
積
　
　
87
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す（

敬
称
略
）

（
住
所
）　（
保
護
者
）    

（
出
生
児
）（
性
別
）

豊
　
岡
　
毛
利
　
憲
幸
　
一い
つ

　
葵き

　
　
男

　
　
　
　
　
　
　
麻
衣

上
家
地
　
西
原
　
幸
司
　
姫ひ
め

　
花か

　
　
女

　
　
　
　
　
　
　
知
香

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

３月・４月生まれの町民を募集します！
　広報まつのでは年齢・性別を問わず、誕生日の町民を紹介していきたいと考えています。掲載を希望される方は、
総務課広報担当までご連絡ください。
※ 都合により掲載できない場合もありますのでご了承ください。
 【問合せ先】　☎42－1111（内線221）

ご
寄
付
お
礼

（
12
月
31
日
現
在
、
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

谷
口
　
秋
吉
　
　
豊
　
岡

正
木
　
久
士
　
　
松
　
丸

居
村
　
　
章
　
　
延
野
々

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

町 の 人 口

平成24年12月31日現在

◇世帯数
　2,022世帯（－３世帯）

◇総人口（※外国人を含む）
　4,392人 （－８人）
　男2,067人　女2,325人
　　（12月中の異動）
　　　出　生　２人
　　　死　亡　10人
　　　転　入　５人
　　　転　出　５人

宇
う じ

治　清
き よ

秀
ひ で

 さん

1967年２月２日生まれ　（46歳）

　役場建設環境課にお勤めの清秀さん。趣味は音楽
鑑賞で、休みの日になるとイベントやライブなどに
参加して、盛り上がっているようです。

【コメント】
Ｊ-ＰＯＰのことなら僕におまかせ♥
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まちの掲示板
新しい区長さん・組長さんが決定しました！ （１月15日現在　敬称略）

組　名 氏　名 組　名 氏　名 組　名 氏　名 組名 氏　名

松　　丸 １番組 信　崎　　　博 ９　区 上　田　雄　一 吉　   野

区　長 増　田　善　吉 ２番組 山　本　忠　勝 住宅組 中　尾　　　靖 区　長 丸　身　和　男

新　町 小　西　荘二郎 ３番組 山　田　正　克 富　　岡 町　組 金　谷　博　文

駅前通 坂　本　貴　志 ４番組 古田口　正　人 区　長 高　橋　洋　介 上　在 宇　治　憲　一

本町１ 中　野　清　孝 ５番組 上　川　義　和 古市場 芝　田　邦　彦 豊　盛 若　宮　睦　志

本町２ 岡　田　慶　三 ６番組 曽　根　　　惠 地　吉 平　野　伸　明 西　組 中　森　京　司

本町３ 山　本　胸三郎 ７番組 山　田　修　三 久米地 松　岡　　　始 梁　瀬 長　利　憲　一

東新町 猿　屋　良　久 ８番組 塩　崎　芳　和 富　民 久保田　　　忠 葛　川 戸　根　正　人

西天満 池　田　榮　夫 ９番組 渡　邊　一　正 小屋の川 阪　本　純　一 蕨　　生

東天満 古田口　定　美 10番組 松　田　莊　一 上　家　地 区　長 金　谷　純　一

礁　崎 尾　崎　利　榮 11番組 熊　部　親　男 区　長 濱　田　章　二 鳥　居 長　田　逸　男

向　井 山　口　豊　年 12番組 山　口　利　廣 １　区 浅　井　忠　徳 鈴　井 金　谷　育　郎

祝　井 岩　城　　　正 住宅組 山　田　慎　一 ２　区 松　田　尊　司 真　土 岡　本　敬　邦

延　野　々 豊　岡　前 ３　区 岡　本　高　久 谷　口 山　本　昭　典

区　長 小　林　健　一 区　長 堀　口　計　敬 目　　黒 延　行 榎　谷　哲　玄

東　組 岡　本　健　三 １　区 向　井　　　勝 区　長 岡　田　春　喜 奥　内 岡　本　直　記

仲　組 本　倉　芳　雄 ２　区 大　德　章　夫 下　組 谷　口　公　夫 奥　野　川

野　尻 岡　　　正　司 ３　区 井　上　一　夫 中央１ 吉　福　文　雄 区　長 藤　本　悟　朗

住宅組 池　本　次　男 ４　区 池　田　和　広 中央２ 谷　口　光　明 下　組 行　定　良　友

古井谷 平　野　耕　右 ５　区 平　野　宗　和 国木谷 宇都宮　和　夫 本　村 豊　永　純　一

五郎丸 中　平　道　生 ６　区 増　田　　　浩 西の川 高　木　培　夫 中　組 中　見　則　道

豊　岡　後 ７　区 清　家　克　久 上目黒 岡　本　茂　秋 上　組 瀧　本　政　志

区　長 山　下　晃　受 ８　区 中　湯　廣　和

おしらせ　Information

通信販売は、便利だけど…
●通信販売のトラブルについて
　通信販売は、カタログやテレビ、インターネットなどを利用して、お店に行かなくても自宅に居ながら買い
物ができるためとても便利ですが、広告だけが商品を購入する判断材料となるためトラブルになることがあり
ます。
　実際に商品を見たり、手に取ったりすることなく購入するため、商品が届いてはじめて「イメージと違って
いた」「サイズが合わなかった」というトラブルや、注意書きをよく読まずに注文し、「返品・交換ができなかっ
た」といったトラブルもあります。
　通信販売は、不意打ち性のある訪問販売や電話勧誘販売と違い、消費者は注文する前に広告の内容を十分に
確認できるため、クーリング・オフ制度（一定期間内であれば無条件で契約を解除する制度）はありません。
●トラブルにあわないために
☆とても簡単に購入できるだけに、自分にとって本当に必要なものかどうかよく考えましょう。
☆ 面倒でも、注文する前に、価格や送料、代金の支払方法など契約の詳細な内容や返品のルールについて確認

しましょう。併せて、事業者の名称、電話番号なども確認し、いざというときのために控えておきましょう。
☆ 返品ができる期間や条件、費用等を定めた「返品特約」が表示されていない場合は、商品を受け取った日か

ら８日以内であれば、送料消費者負担で返品が可能です。
☆ 何か不安なことがありましたら、下記の相談窓口までご相談ください。
　　　　　　　　　　　　　　困ったときは、ピピッと相談！
　　　　　　　　　　　　　　　【消費生活に関する相談窓口】
　　　　　　　　　　　　　　　　松野町産業振興課　　　　　☎0₈95－42－111₆
　　　　　　　　　　　　　　　　愛媛県消費生活センター　　☎0₈9－925－3700

　　　　　　　　　　　　　　困ったときは、ピピッと相談！
　　　　　　　　　　　　　　　【消費生活に関する相談窓口】
　　　　　　　　　　　　　　　　松野町産業振興課　　　　　☎0₈95－42－111₆
　　　　　　　　　　　　　　　　愛媛県消費生活センター　　☎0₈9－925－3700
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おしらせ　Information
各
種
無
料
相
談
所
の
開
設

カ
ネ
ミ
油
症
患
者
の
同
居
家
族
の
認
定
申
請
に
つ
い
て

宝
く
じ
の
収
益
金
っ
て
何
に
使
わ
れ
る
の
？

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
職
員
募
集

愛
媛
県
立
松
山
東
高
等
学
校
通
信
制
課
程

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

新
春
　
里
の
華
　
押
花
絵
展

︻
行
政
相
談
︼

◆
と　

き　

２
月
12
日
㈫

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

◆
と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室　

◆
内　

容　

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

◆
相
談
員　

有
馬
節
男
（
行
政
相
談
員
）

︻
心
配
ご
と
相
談
︼

◆
と　

き　

２
月
12
日
㈫

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

◆
と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

◆
内　

容　

心
配
ご
と
相
談

◆
相
談
員　

民
生
児
童
委
員

※
相
談
料
は
無
料
で
す
。

　

平
成
24
年
12
月
、
油
症
診
断
基
準
が
改

定
さ
れ
、
カ
ネ
ミ
油
症
患
者
の
油
症
発
生

当
時
の
同
居
家
族
の
方
の
う
ち
、
次
の
要

件
を
満
た
す
方
が
、
新
た
に
認
定
の
対
象

と
な
り
ま
し
た
。

新
た
に
認
定
の
対
象
と
な
る
方

　
（
次
の
①
〜
③
を
す
べ
て
満
た
す
方
）

①
油
症
発
生
当
時
、油
症
患
者
（
認
定
患
者
）

と
同
居
し
て
い
る
方
。

②
油
症
発
生
当
時
、
カ
ネ
ミ
倉
庫
製
の
米

ぬ
か
油
を
摂
取
し
た
方
。

③
現
在
、
心
身
の
症
状
が
あ
り
、
治
療
そ

の
他
の
健
康
管
理
が
継
続
的
に
必
要
な
方
。

本
年
度
の
申
請
受
付
は
、
平
成
₂₅
年
２
月

₂₈
日
㈭
ま
で
で
す
。

︻
問
合
せ
先
︼
県
庁
薬
務
衛
生
課

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
３
９
５

　

県
内
の
宝
く
じ
売
場
で
お
買
い
求
め
い

た
だ
い
た
宝
く
じ
の
収
益
金
（
販
売
総
額

か
ら
当
せ
ん
金
な
ど
の
経
費
を
除
い
た
も

の
）
は
、県
や
市
町
の
貴
重
な
財
源
と
し
て
、

道
路
や
公
園
の
整
備
、
文
化
活
動
、
医
療
・

福
祉
、
防
災
な
ど
、
様
々
な
形
で
み
な
さ

ま
の
暮
ら
し
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
月
14
日
か
ら
発
売
の
グ
リ
ー
ン
ジ
ャ
ン

ボ
宝
く
じ
も
、
ぜ
ひ
、
県
内
の
売
場
で
。

︻
問
合
せ
先
︼
県
庁
財
政
課

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
１
９
０

︵
臨
時
職
員
︶
労
働
保
険
、
社
会
保
険
に
加

入
。
ボ
ー
ナ
ス
の
支
給
が
あ
り
ま
す
。

︻
雇
用
期
間
︼
採
用
か
ら
２
年
間
。
た
だ
し
、

別
に
指
定
す
る
資
格
の
有
資
格
者
は
、
勤

務
成
績
に
よ
り
１
年
後
か
ら
嘱
託
職
員
へ

の
切
替
制
度
が
あ
り
ま
す
。

︻
試　
　

験
︼
面
接
試
験
（
応
募
者
に
別
途

連
絡
）

︻
応
募
要
領
︼
市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼

り
、
希
望
職
種
を
記
入
の
上
、
資
格
の
必

要
な
職
種
は
資
格
証
の
写
し
を
添
え
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
※
応
募
書
類
は
返
却

し
ま
せ
ん
。

︻
受
付
期
間
︼
平
成
25
年
２
月
１
日
㈮
〜
２

月
20
日
㈬
（
執
務
時
間
中
）
※
郵
送
の
場

合
は
必
着

︻
提　
出　
先
︼

〒
７
９
８
・
８
６
０
１
宇
和
島
市
曙
町
１
番
地

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
管
理
課
人
事
係

☎
０
８
９
５
・
22
・
８
６
６
４

通
信
制
っ
て
知
っ
て
い
ま
す
か
？

高
校
卒
業
の
資
格
を
取
ろ
う
！

　

本
校
は
、
県
内
で
唯
一
の
公
立
に
よ
る

通
信
制
課
程
の
高
等
学
校
で
す
。
３
年
以

上
の
修
業
、
74
単
位
以
上
の
単
位
取
得
な

ど
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
全
日
制
や
定
時

制
の
高
校
と
同
じ
高
等
学
校
卒
業
の
資
格

が
得
ら
れ
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、ま
ず
、

本
校
ま
で
電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
説
明
し
ま
す
。
書
類
や
面
接
に
よ
り
入

学
を
決
定
し
ま
す
。

︻
入
学
資
格
︼

①
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
方

②
平
成
25
年
３
月
中
学
校
を
卒
業
見
込
み

の
方
又
は
中
等
教
育
学
校
前
期
課
程
修
了

見
込
み
の
方

③
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
と

認
め
ら
れ
る
方

④
高
校
に
在
学
中
ま
た
は
、
中
途
退
学
し

た
方

︻
出
願
期
間
︼

新
入
学
の
場
合

　

２
月
１
日
㈭
〜
４
月
４
日
㈭
ま
で

編
入
学
・
転
入
学
の
場
合

　

２
月
１
日
㈭
〜
３
月
21
日
㈭
ま
で

︻
問
合
せ
先
︼
〒
７
９
０
・
８
５
２
１

松
山
市
持
田
町
２
丁
目
２
︱
12

愛
媛
県
立
松
山
東
高
等
学
校
通
信
制
課
程

☎
０
８
９
・
９
４
５
・
０
１
３
１

http://matsuyamahigashi-h.esnet.ed.jp/

国
民
年
金
後
納
保
険
料
納
付
書
の
使
用
期

限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！ 

　

過
去
10
年
間
に
納
め
忘
れ
た
国
民
年
金

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
10
月
か

ら
後
納
制
度
を
利
用
し
て
納
付
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
が
、
後
納
制
度
の

申
込
み
を
さ
れ
、
平
成
15
年
４
月
分
以
降

（
平
成
14
年
10
月
か
ら
平
成
15
年
３
月
ま
で

の
保
険
料
は
、
平
成
25
年
４
月
以
降
は
納

付
で
き
ま
せ
ん
。）
の
後
納
保
険
料
の
お
支

払
い
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
お
手
元
の

納
付
書
の
納
付
期
限
が
平
成
25
年
３
月
31

日
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
15
年
４
月
以
降
の
後
納
保

険
料
を
平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
に
後
納

保
険
料
を
納
付
さ
れ
る
場
合
は
、
使
用
期

限
が
平
成
2₆
年
３
月
末
ま
で
の
納
付
書
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
下
記
国
民
年
金

保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
ま
た
は
お
近
く
の

年
金
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
注
意

●
後
納
保
険
料
の
使
用
期
限
は
当
時
の
保

険
料
か
ら
10
年
目
の
月
の
末
日
で
す
。 

使
用
期
限
を
経
過
す
る
と
納
付
で
き
ま
せ

ん
。

︻
例
︼
平
成
15
年
４
月
分
↓
平
成
25
年
４
月

30
日

●
保
険
料
の
加
算
額
は
年
度
（
４
月
１
日

か
ら
３
月
31
日
ま
で
）
に
よ
り
定
め
ら
れ

ま
す
。
前
年
度
に
発
行
さ
れ
た
納
付
書
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

２
月
７
日
㈭
ま
で
、
ふ
れ
あ
い
交
流
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
、
新
春
に
ふ
さ
わ
し
い

縁
起
物
を
中
心
に
、
押
花
絵
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

　

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

︻
問
合
せ
先
︼
速
水
浩
子

☎
42
・
０
３
６
７

　

年
末
年
始
に
か
け
て
、
町
内
で
火
災
が

多
発
し
て
お
り
ま
す
。
冬
季
は
空
気
が
乾

燥
し
て
お
り
、
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
っ

て
お
り
ま
す
。
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
煙
草
の
ポ
イ
捨

て
な
ど
か
ら
火
災
に
発
展
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

火
災
予
防
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

宇
和
島
高
等
技
術
専
門
校
入
校
者
募
集

︻
募
集
内
容
︼

　

木
工
ク
ラ
フ
ト
科　

定
員
14
名

　

ア
パ
レ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
科　

定
員
10
名 

【
訓
練
期
間
】
木
工
ク
ラ
フ
ト
科

（
平
成
25
年
４
月
10
日
〜
平
成
2₆
年
３
月
19
日
） 

ア
パ
レ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
科

（
平
成
25
年
４
月
10
日
〜
平
成
2₆
年
１
月
31
日
） 

︻
入
校
願
書
受
付
期
間
︼

平
成
25
年
１
月
４
日
〜
平
成
25
年
３
月
１
日（
必

着
） 

３
月
１
日
ま
で
に
最
寄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

︻
入
校
選
考
日
︼
平
成
25
年
３
月
８
日
㈮ 

︻
選
考
試
験
内
容
︼

筆
記
試
験
（
国
語
・
数
学
・
一
般
常
識
）

適
性
検
査
、
面
接 

︻
費
用
︼
入
校
選
考
料
、
入
校
料
、
授
業
料

は
無
料

　

※
テ
キ
ス
ト
代
等
は
自
己
負
担 

︻
問
合
せ
先
︼
宇
和
島
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
８
９
５
・
22
・
３
４
１
０ 

ま
た
は
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ 

職　種 人数 業務内容等 賃　金（日額） 採用年月日・勤務地 応募資格

介護職員 ７人

老人福祉施設
の介護業務
※週3₈時間45
分勤務、週休
２日制

介護福祉士資格
₆,950円

上記以外
₆,550円

平成25年４月１日
宇和島市、南・北
宇和郡内の老人福
祉施設

なし

看護職員 ３人

福祉施設の看
護業務
※週3₈時間45
分勤務、週休
２日制

看護師資格
9,000円

准看護師資格
₈,000円

平成25年４月１日
宇和島市、南・北
宇和郡内の特別養
護老人ホーム

看護師資格
又は准看護
師資格有資
格者

調　理　員 １人

福祉施設の調
理業務
※週3₈時間45
分勤務、週休
２日制

₆,350円
平成25年４月１日
宇和島市内福祉施
設

なし

消
防
団
か
ら
の
お
し
ら
せ
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おしらせ　Information
宇
和
島
税
務
署
か
ら
の
お
し
ら
せ

お
早
め
に
春
の
確
定
申
告

今
年
も
確
定
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

確
定
申
告
の
準
備
は
、
も
う
お
済
み
で
す
か
。

申
告
と
納
税
は
…
…

　

所
得
税　

３
月
15
日
㈮

　

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

　
　
　
　
　

４
月
１
日
㈪
ま
で

　

申
告
は
正
し
く
、
お
早
め
に
。
納
税
は
、

振
替
納
税
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
に
申
告
書
の

作
成
が
で
き
ま
す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
画
面
の
案

内
に
従
っ
て
金
額
等
を
入
力
す
れ
ば
、
所

得
税
、
消
費
税
の
申
告
書
や
青
色
申
告
決

算
書
な
ど
を
作
成
で
き
ま
す
。
作
成
し
た

デ
ー
タ
は
Ａ
４
の
普
通
紙
に
印
刷
し
て
「
書

面
」
に
よ
り
税
務
署
へ
提
出
で
き
る
ほ
か
、

「e-Tax

（
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）」

を
利
用
し
て
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

︻
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.nta.go.jp

︼

　

ま
た
、
確
定
申
告
書
用
紙
や
収
支
内
訳

書
用
紙
等
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

︻
問
合
せ
先
︼

宇
和
島
市
堀
端
町
1
番
3₈
号

宇
和
島
税
務
署

☎
０
８
９
５
・
22
・
４
５
１
１

（
税
務
署
の
代
表
電
話
に
お
か
け
い
た
だ
く

と
、
自
動
音
声
案
内
が
流
れ
ま
す
の
で
、

そ
の
案
内
に
従
っ
て
、
ご
用
件
の
番
号
を

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。）

平成₂₄年分所得申告について
　平成24年分の所得申告の時期となりました。本年度も日程表のとおり、各地区ごとに申告の受付及び相談を行い
ます。地区によっては日程を２日間としている所もありますので、割り振りをよくご確認の上お越しください。
　なお、町県民税の申告所得額は、国民健康保険税等の算定基礎にもなりますので必ず申告してください。

【申告の対象】
　平成24年１月１日から平成24年12月31日までの所得
　平成25年１月１日現在、松野町に住所を有する者

【申告に必要なもの】
①給与、公的年金のある方はそれぞれの源泉徴収票 
②事業（農業・営業・その他）の収入支出のわかる帳簿、書類
　収入…１年間の収入、売上等がわかる書類
　支出…農機具、備品、原材料等の購入契約書、または領収書（通帳に記載があれば通帳をお持ちください）
③一時所得（生命保険の満期の受け取り等）のわかる書類
④医療費控除を受ける方は支払った医療費の領収書と、保険の戻りがわかる書類
⑤生命保険料及び地震保険料（長期損害保険料）の「支払保険料の証明書」
⑥ 住宅借入金（取得）等、特別控除を受ける方は「登記簿謄本」「売買契約書」「請負契約書」「住宅取得資金に係る

借入金の年末残高等証明書」など
⑦国民年金保険料の支払額がわかるもの 
⑧障害者控除（扶養控除の障害者も含）の適用を受ける場合は身体障害者手帳等
⑨印鑑
※税務署に所得税の確定申告をされる方は、この町県民税の申告は必要ありません。

【問合せ先】　松野町役場　町民課　税務係　（☎42－1111　内線250・251・252）

阪本町長
もｅ-T

axを体
験

【所得申告の受付・相談の日程】
地区名 対　　象　　組 月　　日 曜日 時　　　　　　　間 場　　　　　　　所
松　丸 全　組 ２月15日 金 午前９時～午後３時 町民センター
延野々 東組　仲組　野尻　住宅組 ２月1₈日 月 午前９時～午後３時 延野々集会所

五郎丸　古井谷 ２月19日 火 午前９時～正午　　 〃
　 ２月20日 水

豊岡後 全　組 ２月21日 木 午前９時～午後３時 豊岡後集会所
豊岡前 全　組 ２月22日 金 午前９時～午後３時 豊岡前集会所
富　岡 全　組 ２月25日 月 午前９時～午後３時 富岡公民館
上家地 全　組 ２月2₆日 火 午後１時～午後３時 上家地集会所

　 ２月27日 水
目　黒 下組　中央１　中央２ ２月2₈日 木 午前９時～午後３時 目黒基幹集落センター

国木谷　西の川　上目黒 ３月１日 金 午前９時～午後３時 〃
吉　野 町組　上在　豊盛 ３月４日 月 午前９時～午後３時 吉野生公民館

西組　梁瀬　（葛川） ３月５日 火 午前９時～午後３時 〃
蕨　生 鳥居　鈴井　真土 ３月６日 水 午前９時～午後３時 蕨生集会所

谷口　延行　（奥内）　（葛川） ３月７日 木 午前９時～正午　　 〃
奥野川 全　組　（奥内） ３月８日 金 午前９時～午後３時 奥野川住民センター

　 　　
町　内　全　域 ３月３日 日 午前９時～午後３時 町民センター

１　 延野々、目黒、吉野、蕨生地区は、組ごとに期日を分けていますが、都合の悪い場合はどちらで申告されても
構いません。

２　（　）の組は、上記の２つの会場のうち、どちらの会場で申告されても構いません。
３　上記の地区日程で都合が悪い場合は、３月15日までに役場町民課（税務係）で申告をしてください。
※役場町民課で申告をされる方は、地区日程以外の日にお願いします。（担当が各会場に出ており不在です）

【申告をされない場合は】
　期間中に申告をされないと、諸控除の適用、並びに、国民健康保険税等の軽減該当者とならない他、所得証明等
ができなくなります。
　なお、申告書の書き方等でわからない点がございましたら、お気軽に役場町民課税務係へご相談ください。



日 曜日 予　　定
休日当番医（宇和島市）

（北宇和郡）
外科系 内科系

１ 金

２ 土 森の国人権の集い

３ 日 二宮整形外科
☎25-₈₆00

松澤循環器科内科
☎25-5₈5₈

山下小児科
☎23-0055

富山医院
☎45-03₆0

４ 月

５ 火

６ 水

７ 木

８ 金

９ 土

10 日 消防出初式 小川クリニック
☎23-3599

笹岡内科
☎24-3₈₈₆

やくしじこどもクリニック
☎24-13₈₆

町立北宇和病院
☎45-1221

11 月 上甲外科麻酔科
☎25-5₈11

吉田内科泌尿器科医院
☎25-1330

こばやし小児科
☎23-1150

松野町国保中央診療所
☎42-0707

12 火

13 水

14 木

15 金

1₆ 土

17 日 植木整形外科医院
☎22-0022

宇都宮内科胃腸科
☎25-722₈

こおり小児科
☎24-5₆33

篠原医院
☎45-3370

1₈ 月

19 火

20 水

21 木

22 金

23 土 愛ラブ広見川愛護セミナー

24 日 不器男忌俳句大会 福島胃腸科外科
☎24-55₈₈

わたなべハートクリニック
☎25-1717

山下小児科
☎23-0055

大野内科医院
☎45-0141

25 月

2₆ 火

27 水

2₈ 木

２月の森の国行事予定表

２月19日～ 24日　鬼北地区巡回美術展（町民センターロビー）
メモ


